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「主体的に学習に取り組む態度」を養う美術鑑賞の学習の学習モデルを視覚
障害教育での「触察（以下、さわる）」の手法を取り入れて検討する

・触図・オノマトペから生まれる色彩イメージと鑑賞学習における有用性の検討
・知的障害教育に適した評価規準の指標の検討

［本研究の目的］

［今年度の目的］

［研究方法］

［結果］

［考察］

１．対象：

２．内容：

３．手続き：

大阪教育大学附属特別支援学校中学部学習班１班・２班

表１・表２・表３の通り3作品で鑑賞学習を実施

表４ 鑑賞ルーブリック（新関・松岡，2020）

実施時期 主な学習内容 生徒

１回目 令和７年６月10日 好きな色で自由に着色→着色作品の鑑賞 12名

２回目 令和７年６月24日 触図で色をイメージして着色→着色作品の鑑賞 12名

３回目 令和７年７月１日 課題作品の鑑賞、Tシャツの台紙に絵をはめて鑑賞 11名

表１ 「コンポジション」鑑賞学習 実施内容の記録

表２ 「囲まれて空間A」鑑賞学習 実施内容の記録

表３ 「５-５」鑑賞学習 実施内容の記録

実施時期 主な学習内容 生徒

１回目 令和７年10月７日 触図で色をイメージして着色→着色作品の鑑賞 11名

２回目 令和７年10月14日 課題作品の鑑賞 11名

実施時期 主な学習内容 生徒

１回目 令和７年10月21日 課題作品を鑑賞、自由に着色→着色作品の鑑賞 11名

２回目 令和７年10月28日 触図で色をイメージして着色→着色作品の鑑賞 11名

撮影した動画を基に発問、発言の記録を作成した。着色
作品（塗り絵）からも見方や感じ方を確認した。

１）触図・オノマトペから生まれる色彩イメージと鑑賞学習における有用性の検討

２）知的障害教育に適した評価規準の指標の検討

作品に応じて触図を考案し、都度振り返りながら改善点を探った。発問に
オノマトペを取り入れ、生徒の表現の変容や学習との関連性を検討した。

新関・松岡（2020）が示す「鑑賞学習ルーブリック」（表４）の項目で
生徒の発言を分類した。昨年度の研究結果とも合わせて実態を検証した。

表５ 「思考・判断・表現」の学習評価の結果（抜粋）

１）触図・オノマトペから生まれる色彩イメージと鑑賞学習における有用性の検討

２）知的障害教育に適した評価規準の指標の検討

「コンポジション」「囲まれた空間A」の鑑賞学習：
どちらも触図を活用した際の鑑賞では、生徒の発言に多種多様な具体物が表出

した。また、具体物から色をイメージし着色を行っていることが確認できた。
「５-５」の鑑賞学習：

１回目は、画面上の輪郭線や色の境界から連想される具体物が多く、２回目は、
触図やオノマトペから連想される具体物が多く表出した。

３作品ともに鑑賞ルーブリックの３観点での学習評価は、ほとんどがレベル１ま
たは２の段階に当てはめることができた。教員の発問とともにまとめたものが表５
の通りである。昨年度の実践とほぼ同様の結果であることが確認できた。

１）触図・オノマトペから生まれる色彩イメージと鑑賞学習における有用性の検討

２）知的障害教育に適した評価規準の指標の検討

・鑑賞順序の入れ替えをした場合でも、発言に具体物が多く見られ、触図が想起する手掛かりになっていることは検証できたと考える。
・オノマトペが触覚情報に集中させるための有効な手立てとなっており、触図との併用で発想が一段と拡張されることも示唆できた。

・今年度の実践結果と昨年度までの結果がほぼ同様であったことから、おおよその中学部段階のレベルとして見ることができる。
・これまでの実践を踏まえて、評価基準の新たな指標として「支援度」「非言語的表現」「表現への反映」の3つを提案する。
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